
　

地域住宅計画　神奈川県地域（概要）

計画期間
　
　　　　平成１７年度～平成２２年度

狭隘道路改善事業
安全で快適な住環境づくりを推進す
るため、防災上支障のある狭あい道
路を拡幅

景観や環境に配慮したまちづくり

公営住宅の整備
地域における住まいのセーフティー
ネット機能の向上を図るため、老朽化し
た公営住宅の建替や新規整備を実施

公営住宅ストック総合改善事業
高齢者向けの改善として、既存公営住
宅にエレベーターや手すり等を設置

住宅セーフティーネットの機能向上

生け垣設置事業
地域にうるおいを与える生け垣設
置に対する助成

耐震改修促進事業
住宅の耐震化を促進するため、
既存民間住宅の耐震診断・耐震
改修に対して助成

住情報提供事業（住宅相談、リフォーム相談、マンション管理セミナー等）
高齢者・障害者向け住宅改良事業
公共建築物耐震改修事業
吹付けアスベスト等飛散防止対策事業

安全で安心して生活できる住まい・まちづくり

作成主体

神奈川県、横須賀市、平塚市、鎌倉市、
藤沢市、小田原市、茅ヶ崎市、逗子市、
相模原市、三浦市、秦野市、厚木市、大
和市、伊勢原市、海老名市、座間市、南
足柄市、綾瀬市、葉山町、寒川町、大磯
町、二宮町、中井町、大井町、松田町、
山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河
原町、愛川町、清川村
　【平成２０年３月３１日最終変更】
※旧津久井町、旧相模湖町、旧城山町、旧藤

野町は新相模原市へ

優良建築物等整備事業
公共賃貸住宅家賃低廉化事
業
等

基　幹　事　業

提　案　事　業

横浜市と川崎市
は、県と連携しつ
つ、それぞれ独
自に作成

横浜市と川崎市は、県
と連携しつつ、それぞ
れ独自に作成


